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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸システインリガーゼは、γ-グルタミルシステイン合成酵素としても知られ、グルタチオン合成における最初の律速酵素です。この酵素は、重触媒サブユニットと軽調節サブユニットの2つのサブユニットで構成されています。γ-グルタミルシステイン合成酵素の欠損は、いくつかの溶血性貧血に関連していることが示唆されています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年4月],経路：硫黄代謝；グルタチオン生合成；L-システインとL-グルタミン酸からのグルタチオン：ステップ1/2。,類似性：アルド/ケト還元酵素ファミリーに属します。グルタミン酸-システインリガーゼ軽鎖サブファミリー。,サブユニット:触媒重鎖と調節軽鎖のヘテロ二量体。,組織特異性:検査した全ての組織で認められる。骨格筋で最も高い濃度を示す。,
	研究分野
	グルタチオン代謝;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト前立腺癌組織における GCSm-γ 抗体の免疫組織化学分析。
	

	GCSm-γ抗体を使用したCOS7細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	GCSm-γポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	GCSm-γポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたCOS7細胞のウェスタンブロット解析
	

	GCSm-γ抗体を用いたマウス腎臓およびマウス脳の溶解物のウェスタンブロット分析。抗体は1:1000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

